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写真は、箕面山のニホンザルです。山を歩いていると、時々出会うことがあります。箕面山

のニホンザルの生息地は、天然記念物に指定されています。しかし、餌やりなどのために、人

家に侵入したり、人に慣れ、人を襲うなどの被害が増大し、社会問題となりました。現在は、

餌やりも禁止され、ニホンザルによる被害も減っているそうです。
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林野庁 近畿中国森林管理局

箕面森林ふれあい推進センター・こだま通信

森の調査隊！！フォトコンテスト 作品展開催

森の調査隊！！フォトコンテストの作品展を開催しました。

大阪大学医学部付属病院 平成25年12月2日～平成26年1月27日

近畿農政局 消費者の部屋 平成26年1月16日～1月31日

近畿中国森林管理局１F 森林ギャラリー 平成26年1月26日～2月28日

京都中央郵便局ATMコーナー 平成26年2月17日～2月27日

独立行政法人森林総合研究所関西支所 平成26年3月 1日～3月31日

〈今後の展示予定〉

大阪大学医学部付属病院（6月頃）、京都市役所、独立行政法人森林総合研究所関西支所

箕面国有林のニホンザル



川西能勢口駅 のせでん里山インフォメーションコーナー

兵庫県川西市の川西能勢口駅には、沿線の里山ならびに妙見山エリアの魅力を発信し沿線の活性化を図るた

め、「のせでん里山インフォメーションコーナー」が設置されています。特に、兵庫県川西市黒川地区の里山

は“日本一の里山”と称され、同地区のエドヒガン（桜の野生種）は川西市から天然記念物として指定され、

妙見山のブナ林も大阪府から天然記念物として指定されているなど、自然の宝庫として名高い当地の里山をよ

り多くの方々に理解していただき、里山を大いに楽しんでいただくことを目的としています。

当里山インフォメーションコーナーには、パンフレット等の情報コーナーもあり、箕面森林ふれあい推進セ

ンターの情報誌「こだま通信」などを、能勢電鉄様のご厚意により、配布していますので、近くにお出かけの

際には、お立ち寄りください。

箕面国有林の植物紹介

フタバアオイ（学名：Asarum caulescens Maxim.）

フタバアオイは、「日本の野生

植物草本Ⅱ」（平凡社）によれば、

山地の樹陰の多年草で、茎は地上

をはい、花は３～５月。本州から

九州に分布しています。

また、和名は、双葉葵の意で、

京都の賀茂神社の祭礼に用いられ

ます。また、徳川家の葵の紋所が、

この葉を３枚組合わせて、図案化

したもであることは有名です。

環境省のレッドデータブックに

本種は記載されていませんが、地方版のレッドデータブックには、絶滅種、絶滅危惧種として記載されている

県もあります。箕面の山でも、林内の暗い林床に集団で生育している箇所がありますが、ニホンジカに食べら

れないように、防鹿柵で囲って保護しています。

林野庁 近畿中国森林管理局
箕面森林ふれあい推進センター

TEL:06-6881-2013/FAX:06-6881-2055

URL:http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/index.html

〒530-0042 大阪市北区天満橋一丁目８－７５ 近畿中国森林管理局３Ｆ

箕面森林ふれあい推進センターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、Ｎ

ＰＯ、ボランティア、地域住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境

教育などへの技術指導等の支援に取り組んでいます。


